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弁理士は知的財産権を社会に活かすパートナー 
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立
見
席 

■
知
的
財
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権
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弁
理
士
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お
知
ら
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付
け
で
カ
ラ
ス
を
撃
退
す
る
ゴ
ミ
袋 

「
破
れ
ん
ゾ
ウ
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日本弁理士会広報誌 
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知
的
財
産
関
連
の
悪
質
商
法
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注
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前
編
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知
的
財
産
関
連
の
悪
質
商
法
に 

ご
注
意
　
（
前
編
） 

！ ！ 
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立 見 席  
知 的 財 産 権  

　健康・ダイエット・元気などをうたい文
句にしたアミノ酸系飲料はコンビニ、スー
パーの飲料水の棚の主役。スポーツの
季節の到来とともに売れ行きはウナギ昇
りとなる。棚で目に付くアミノ酸系飲料は
実に多彩である。ビタミンとともにアミノ酸
が体に良いことは古くから知られている。
だが、感心し、驚いたのは理化学研究所
を訪れた時のこと。研究材料を求めて
野山を駆け巡る研究者が、スズメバチの
生態を注意深く観察したことから数種の
アミノ酸が元気の元でダイエットの効果を
持つことがわかった。 
　観察するとスズメバチの幼虫は肉食
で親が運んできた肉団子をもらうとともに
親に透明な液体を渡していたという。ス
ズメバチの親は食道が細く、肉を飲み
込める状態ではない。それにもかかわら
ず人間で言えば東京から名古屋あたり
まで毎日出かけていって狩をするスタミ
ナがある。このスタミナの源は、親スズメ
バチが貰う透明の液体に秘密があるは
ずと分析し、アミノ酸のミクスチャーである

ことを見つけたと研究者はいうのだ。こ
の成分をマウスに飲ませ流水プールで
泳がせると、泳ぐ時間が違ってスタミナが
あることがわかった。さらに分析を重ね、
筋肉疲労を起こす乳酸値が小さく、血糖
値の減少も少なく、体に蓄えている脂肪
を燃焼させることでエネルギーを出す現
象が明らかとなっていた。すでに、この
頃特許出願（１９８９年）された状態であ
った。 
　だが、この効果を発揮するためには清
涼飲料水の缶あたり２ｇから３ｇの原料が
必要で製造コストの面で課題があったこと、
飲みやすさに問題があったことなどから
製品化に壁が塞がっていた。この壁を
明治乳業が破って製品化し、ブームの
火付け役となったわけだ。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（T．K） 

▲日本イワナセンターにて筆者 

アミノ酸系飲料  

▼事務所屋上からの榛名山展望 

　
群
馬
県
に
は
、上
毛
三
山
と
言
わ
れ
て
い

る
赤
城
山
・
榛
名
山
・
妙
義
山
の
他
、浅
間
山
・

谷
川
岳
等
多
数
の
山
々
が
あ
り
、冬
季
に
は

こ
れ
ら
の
山
々
に
雪
を
降
ら
せ
た
後
の
風
が

利
根
川
に
沿
っ
て
一
気
に
吹
き
出
し
、有
名
な

「
か
ら
っ
風
」と
呼
ば
れ
る
強
い
風
が
吹
き
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
山
間
に
は
、伊
香
保
温

泉
・
水
上
温
泉
・
草
津
温
泉
等
の
温
泉
や
自

然
に
恵
ま
れ
た
多
数
の
観
光
地
が
あ
り
ま

す
。 

　
左
写
真
は
、こ
れ
ら
の
観
光
地
の
一つ
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
簡
単
に
渓
流
釣
り
が
楽
し

め
る
群
馬
県
利
根
村
に
あ
る「
日
本
イ
ワ
ナ

セ
ン
タ
ー
」で
、岩
魚
を
釣
り
上
げ
た
時
の

写
真
で
す
。 

　
私
の
事
務
所
は
前
橋
市
の
郊
外
に
あ
り
、

3
階
建
て
の
事
務
所
屋
上
に
上
が
る
と
、

周
囲
に
高
い
建
物

は
殆
ど
無
く
、

3
6
0
度
自
然

の
視
界
が
楽
し
め
、

特
に
赤
城
山
・
榛

名
山
が
良
く
見

え
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
近
く
の

田
ん
ぼ
か
ら
は
、

田
植
え
の
頃
に
は

カ
エ
ル
の
声
が
聞

こ
え
て
来
ま
す
。群
馬
県
は
、単
位
人
口
当

た
り
の
自
動
車
保
有
台
数
が
日
本
一
と
い
う

車
依
存
度
が
高
い
県
で
、私
の
事
務
所
に
来

所
す
る
お
客
様
は
、皆
さ
ん
車
を
利
用
さ

れ
て
お
り
、群
馬
で
は
駅
の
近
く
が
必
ず
し

も
良
い
立
地
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

　
私
の
事
務
所
で
は
群
馬
県
内
約
1，
0
0
0

の
中
小
企
業
及
び
個
人
と
、2
つ
の
大
企

業
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

応
接
室
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
置
き
即
座
に

I
P
D
L
や
P
A
T
O
L
I
S
で
調
査

を
し
、そ
の
結
果
を
基
に
打
合
せ
を
行
う

迅
速
対
応
を
心
が
け
て
お
り
好
評
を
得
て

い
ま
す
。 

　
私
は
、昭
和
62
年
の
独
立
開
所
以
来
一
貫

し
て「
群
馬
で
生
ま
れ
群
馬
で
育
っ
た
地
元

の
弁
理
士
」と
し
て
、知
的
財
産
権
を
通
じ

て
郷
土
群
馬
の
産
業
発
展
に
全
力
を
傾
注

す
る
事
を
事
務
所
の
基
本
方
針
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
、地
元
弁
理
士
と
し
て
、群
馬

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
及
び
前
橋
商
工

会
議
所
で
無
料
発
明
相
談
を
担
当
し
て
お

り
、さ
ら
に
、発
明
協
会
分
会
顧
問
を
し
て

い
る
渋
川
及
び
藤
岡
の
発
明
展
で
は
、毎
年

「
羽
鳥
特
許
事
務
所
所
長
賞
」
を
出
し
て

い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、地
元
に
密
着
し
た
活
動
と
い
う

観
点
か
ら
、学
校
の
P
T
A
活
動（
過
去

P
T
A
会
長
を
計
4
年
・
4
月
か
ら
は
中

学
校
の
P
T
A
会
長
と
高
校
の
P
T
A
副

会
長
予
定
）及
び
地
元
前
橋
市
の
商
工
会

議
所
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
特
に
、平
成
12
年
度
に
は
地
元
の
前
橋

商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
と
し
て
、前
橋

ま
つ
り
・
花
火
大
会
・ロ
ー
ズ
ク
イ
ー
ン
コ
ン

テ
ス
ト
・
観
光
協
会
・
国
際
交
流
等
地
元
の

産
業
活
性
化
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、

公
私
共
に
郷

土
群
馬
と
一
心

同
体
と
な
っ
て

全
力
で
と
り
く

ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 （
羽
鳥
国
際
特
許 

  

商
標
事
務
所 

  

弁
理
士 

羽
鳥
　
亘
） 

 

▲事務所屋上からの赤城山展望 



「特許法等の一部を改正する法律」 
の施行について 

 

特許庁からのお知らせ  

知
的
財
産
関
連
の 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
！！
 

知
的
財
産
関
連
の 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
！！
 

　特許権を取得するには、特許庁に出願し、出願から3年
以内に審査請求を行い特許性の有無について審査官
の審査を受け、審査結果が特許性有りであれば特許権
の設定の登録を行う、という手続が必要です。それぞれ
の手続では、「出願手数料」、「審査請求料」、「特許料」
という料金を特許庁に納付することとなっていますが、 こ
のうち「審査請求料」と「特許料」については、納付者が
法律に定める要件を満たしている場合、 減免制度を利用
することができます。この料金減免制度を利用可能な対
象者は、平成１６年４月１日以降に納付する料金から、 次
のように拡大されます。 
①軽減対象となる「資力に乏しい法人」の要件のうち、「設
　立５年以内」を「設立１０年以内」に緩和 
②中小企業の研究開発を支援する次の三法における認定 
    事業等に関連した出願を行う中小企業を軽減対象に追加 
 ・ 中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法
　の認定事業 
 ・ 新事業創出促進法に基づく中小企業技術革新制度　　
　（SBIR）の補助金等交付事業 
 ・ 中小企業経営革新支援法の承認計画に係る研究開発事業 
③地方公共団体の試験研究機関（公設試験研究機関）を軽
　減対象に追加 
④減免対象の中小企業等と他社との共同出願の場合にも、
　それぞれの持分に応じて料金減免を適用 

◆改正の詳細については、特許庁ホームページ 
　（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）の「出願から審査、 
　審判、登録まで（手続きに必要な料金）」をご覧下さい。 
　ご不明な点がありましたら、特許庁総務部総務課調整班 
　（03-3581-1101（代）／内線2105）までお問い合わせ下さい。 

審査請求料及び特許料の減免制度を利用 
することのできる対象者の拡大について。 

　
知
的
財
産
の
関
心
が
高
ま
る
中
、企
業
経
営

者
、市
民
発
明
家
な
ど
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
が

蔓
延
し
て
い
ま
す
。 

　
知
的
財
産
に
は
、経
済
発
展
の
切
り
札
と
し

て
の
期
待
が
高
い
ば
か
り
か
、「
発
明
が
当
れ
ば

一
攫
千
金
」
と
い
っ
た
夢
が
あ
る
た
め
、多
く
の

企
業
経
営
者
や
発
明
家
が
知
的
財
産
制
度
に

関
心
を
持
ち
利
用
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、知
的
財
産
に
関
す
る
法
律

や
手
続
は
複
雑
で
情
報
も
少
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、悪
徳
業
者
の
格
好
の
隠
れ
蓑
と
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
悪
徳
業
者
の
言
葉
巧
み
な
勧

誘
に
の
せ
ら
れ
て
、知
ら
な
い
間
に
被
害
に
遭
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

　
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
は
、必

ず
し
も
法
律
違
反
と
し
て
取
り
締
ま
れ
る
も
の

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

  

１． 

出
願
時 

①
【
ニ
セ
弁
理
士
】 

　
特
許
○
○
士
、知
的
所
有
権
○
○
士
、著
作

権
○
○
○
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
者
か

ら
産
業
財
産
権
や
著
作
権
の
申
請
に
関
す
る
書

類
作
成
を
業
と
し
て
請
け
負
う
旨
の
勧
誘
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
行
為
は
弁
理
士
法
や
そ

の
他
の
資
格
者
法
に
定
め
ら
れ
た
違
法
行
為
の

可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
者
に
は
守
秘
義
務
が
な
く
、手
続

を
行
う
た
め
の
高
度
な
知
見
、権
利
の
運
用
に

関
す
る
管
理
能
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。安
心
し
て

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
無
駄
な

費
用
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

②
【
会
員
制
無
料
相
談
】 

　
民
間
業
者
の
中
に
は
、「
無
料
発
明
相
談
」の

広
告
で
顧
客
を
勧
誘
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
が
、相
談
を
受
け
る
条
件
と
し
て
入
会
金
を

強
要
さ
れ
た
り
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
強
要

さ
れ
た
り
、言
葉
巧
み
に
出
願
を
促
し
ニ
セ
弁
理

士
行
為
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。無
料
相
談

が
転
じ
て
高
い
費
用
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
人
達
は
、専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

法
律
に
も
申
請
手
続
に
も
詳
し
く
な
く
、結
果

的
に
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。弁
理
士
の
行
う
無
料
相
談
を
上
手

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

③
【
著
作
権
登
録
商
法
】 

　
発
明
や
商
品
名
な
ど
、本
来
な
ら
産
業
財
産

権
で
保
護
さ
れ
る
も
の
を
著
作
権
で
保
護
す
る

と
し
て
比
較
的
安
価
な
料
金
で
申
請
登
録
さ
せ

た
り
、書
籍
に
掲
載
し
て
著
作
物
の
発
行
を
証

明
す
る
商
法
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。 

　
著
作
権
で
は
発
明
や
商
品
名
は
全
く
保
護
さ

れ
ず
、さ
ら
に
は
新
規
性
が
喪
失
し
て
産
業
財

産
権
の
保
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、盗
用

さ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。当
会
で
は
詐
欺

商
法
と
し
て
告
発
し
て
い
ま
す
。 

  

２． 

公
報
発
行
時
ま
た
は
登
録
時 

④
【
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
】 

　
特
許
庁
か
ら
公
報
が
発
行
さ

れ
る
と
同
時
に「
良
い
記
念
に

な
る
」、「
売
り
込
み
に
は
公
報

が
必
要
に
な
る
」な
ど
の
勧
誘
Ｄ

Ｍ
を
送
り
付
け
る
業
者
が
い
ま
す
。 

　
単
な
る
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、コ
ピ
ー
代

金
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
高
額
な
費
用
請
求
を
し
て

き
ま
す
。 

⑤
【
売
り
込
み
代
行
】 

　
企
業
に
売
り
込
む
方
法
を
持

た
な
い
市
民
発
明
家
を
対
象
と

し
て
、主
に
Ｄ
Ｍ
に
よ
っ
て
勧
誘

が
な
さ
れ
ま
す
。多
く
の
場
合
、

特
許
庁
か
ら
公
報
が
発
行
さ
れ

る
と
同
時
に
Ｄ
Ｍ
が
市
民
発
明
家
の
も
と
に
届
け

ら
れ
ま
す
。 

　「
売
り
込
み
代
行
」と
は
、発
明
家
の
出
願
内

容
を
企
業
に
直
接
紹
介
し
た
り
、業
者
が
発
行

す
る
書
籍
、電
子
媒
体
に
出
願
内
容
を
掲
載
し

て
広
告
す
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
売
り
込
み
を
し
て

も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
成
果
は
上
が

り
ま
せ
ん
。 

　
企
業
で
は
、自
社
に
有
用
な
発

明
を
絶
え
ず
サ
ー
チ
し
て
い
ま
す

の
で
、本
当
に
必
要
な
も
の
な
ら

企
業
か
ら
発
明
者
に
直
接
連
絡

が
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
被
害
を
受
け
た
り
、変
だ 

な
と
思
っ
た
と
き
に
は
、日
本
弁

理
士
会（
電
話
　
ー
　
　
　
　
ー 

　
　
　
　
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

（
「
パ
テ
ン
ト
・
ア
ト
ー
ニ
ー
」
夏
号
に
続
く
） 

（
日
本
弁
理
士
会 

平
成
15
年
度
業
務

対
策
委
員
会 

委
員
長
　
井
澤 

洵
） 

03

3 
5 
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商
標
は
、商
品
や
役
務
を
取
り
引
き
す
る

と
き
の
目
印
で
す
。そ
こ
で
、商
標
法
は「
取

引
の
目
印（
識
別
標
識
）」と
し
て
機
能
し
な

い
商
標
は
登
録
さ
れ
な
い
も
の
と
規
定
し
て

い
ま
す
。 

　
一
般
に
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
上
記
規
定
に
該

当
し
、登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、何
が
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、何
が「
目
印
と
な
る
商
標
」

で
あ
る
か
の
判
別
は
極
め
て
困
難
で
す
。「
大

人
の
女
は
美
し
い
」は
登
録
さ
れ
、「
２
０
才

の
お
し
ゃ
れ
」（
共
に
指
定
商
品「
被
服
」）は

拒
絶
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
同
じ
言
葉
で
あ
っ

て
も
、表
示
の
仕
方
に
よ
っ
て
、「
目
印
」と
認

識
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、「
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」と
認
識
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、裁
判
所
で
は
、登
録
商
標
と
同
一の

商
標
を
使
用
し
て
も「
商
品
の
目
印
」と
な

ら
な
い
使
用
方
法
の
場
合
は
、商
標
権
侵
害

に
当
た
ら
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
話
題
に
な
っ
た
商
標「
阪
神
優
勝
」。第
三

者
が
商
品
の
目
印
と
し
て
洋
服
の
襟
ネ
ー
ム

や
タ
グ
に
表
示
す
れ
ば
商
標
権
侵
害
と
な
り

ま
す
が
、阪
神
優
勝
を
祝
う
言
葉（
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
）と
し
て
使
用
し
た
場
合
は
、商
品
の

「
目
印
」で
は
な
い
の
で
、侵
害
と
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　「
が
ん
ば
れ
日
本
」と
い
う
商
標
が
印
刷
物

に
つ
い
て
登
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
、J
O
C
が

ポ
ス
タ
ー
に「
ガ
ン
バ
レ
ニッ
ポ
ン
」と
表
示
で
き

る
の
は
、こ
の
表
示
も
商
品
を
取
り
引
き
す

る
際
の
目
印
で
は
な
い
か
ら
で
す
。 

（
弁
理
士
　
峯
　
唯
夫
） 
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近
年
、カ
ラ
ス
の
増
加
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。カ
ラ
ス
は

有
害
鳥
獣
と
し
て
狩
猟
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、罠
を
見
破
る
ほ
ど
賢
い
鳥
で
、捕
獲
は

難
し
い
。都
市
の
カ
ラ
ス
対
策
で
最
も
有
効
な

の
は
、餌
で
あ
る
生
ご
み
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
。 

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
メ
ー
カ
ー
の
ミ
ツ
ギ
ロ
ン

が
開
発
し
た
ご
み
袋「
破
れ
ん
ゾ
ウ
」は
、カ
ラ

ス
が
嫌
う
天
然
唐
辛
子
濃
縮
液
カ
プ
サ
イ
シ

ン
を
ラ
ミ
コ
ー
ト
し
た
、強
度
に
優
れ
た
製
品

で
あ
る
。一
般
の
ご
み
袋
は
筒
状
に
フ
イ
ル
ム
を

つ
く
り
な
が
ら
、熱
着
し
て
カ
ッ
ト
す
る
の
に
対

し
、「
破
れ
ん
ゾ
ウ
」は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
の

極
薄
フ
イ
ル
ム
を
カ
ッ
ト
し
た
延
伸
ヤ
ー
ン
を

筒
状
に
編
み
、カ
プ
サ
イ
シ
ン
を
ラ
ミ
コ
ー
ト
、

底
を
縫
製
し
て
袋
に
す
る
。さ
ら
に
カ
プ
サ
イ

シ
ン
が
利
用
者
の
肌
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、裏

返
し
て
ラ
ミ
コ
ー
ト
面
を
内
側
に
す
る
。 

 
カ
ラ
ス
は
嗅
覚
が
鈍
い
反
面
、視
覚
と
味
覚

は
人
間
の
３
倍
鋭
い
と
い
う
。「
破
れ
ん
ゾ
ウ
」

は
、カ
ラ
ス
が
懸
命
に
つ
つ
い
て
も
小
さ
な
穴
し

か
開
け
ら
れ
な
い
上
に
、カ
プ
サ
イ
シ
ン
で
激
辛

の
味
付
け
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、中
の
生
ご

み
を
食
べ
ら
れ
な
い
。そ
の
効
果
は
、カ
ラ
ス
博

士
と
し
て
知
ら
れ
る
宇
都
宮
大
学
農
学
部
・

杉
田
昭
栄
教
授
の
実
験
で
も
認
め
ら
れ
、多

く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。カ
ラ
ス
撃

退
の
決
定
打
と
し
て
、対
策
に
頭
を
悩
ま
す

自
治
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
殺
到
し
た
と

い
う
。 

 
こ
の
製
品
は「
動
物
忌
避
機
能
付
き
ご
み

袋
」と
し
て
特
許
が
出
願
さ
れ
て
い
る
。カ
ラ
ス

だ
け
で
な
く
ネ
ズ
ミ
や
猫
の
被
害
に
も
有
効

で
、種
籾
な
ど
の
保
存
用
の
袋
と
し
て
、農
業

関
係
者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
そ
の
技

術
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
着
目
し
た
自
治
体
か
ら
、

在
宅
介
護
用
ゴ
ミ
袋
の
開
発
の
引
き
合
い
も

あ
っ
た
。 

 「
破
れ
ん
ゾ
ウ
」の
開
発
は「
新
し
い
技
術

と
い
う
よ
り
、知
恵
で
す
」と
言
う
同
社
社
長

の
森
本
重
男
氏
は「
物
づ
く
り
は
遊
び
心
で

や
る
ほ
う
が
面
白
い
。発
明
者
は
み
ん
な
、特

許
を
申
請
し
た
時
は
爆
発
的
に
売
れ
る
と
い

う
夢
も
抱
い
て
い
ま
す
」と
発
明
の
醍
醐
味
を

語
る
。ミ
ツ
ギ
ロ
ン
で
は
、樹
脂
加
工
の
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
を
利
用
し
て
、風
呂
清
掃
ブ
ー
ツ
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ヒッ
ト
商
品
を
生
み
だ
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
開
発
・
成
果
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
、

特
許
を
は
じ
め
と
す
る
知
的
財
産
権
を
申
請
・

取
得
し
て
い
る
。「
中
小
企
業
に
と
っ
て
、知
的

財
産
権
は
会
社
を
守
る
た
め
に
非
常
に
重
要

な
も
の
」と
森
本
氏
が
知
財
を
重
視
す
る
背

景
に
は
、製
造
コ
ス
ト
の
低
い
海
外
製
品
に
よ

る
価
格
破
壊
の
脅
威
も
あ
る
。複
雑
な
製
造

工
程
で
、一
般
の
ゴ
ミ
袋
よ
り
単
価
の
高
い「
破

れ
ん
ゾ
ウ
」は
、知
的
財
産
権
に
よ
っ
て
市
場

で
の
優
位
性
を
確
保
し
て
い
る
。 

（
取
材
協
力
　
株
式
会
社
ミ
ツ
ギ
ロ
ン
） 
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録
第
４
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号
 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
商
標 

◎ 

パ
テ
ン
ト
・
ア
ト
ー
ニ
ー
　
　 

〜 

　
　
ま
で
掲
載
さ
れ
て
好
評
の
「
ヒ
ッ 

ト
商
品
を
支
え
た
知
的
財
産
権
」 

が 

一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。 

ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
れ
た
！ 

「
ヒ
ッ
ト
商
品
を
支
え
た
知
的
財
産
権
」 

激
辛
の
味
付
け
で
カ
ラ
ス
を
撃
退
す
る
ゴ
ミ
袋 

「
破
れ
ん
ゾ
ウ
」 

NO. 
1

NO. 
30

﹇
ヒ
ッ
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支
え
た
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財
産
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